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1 ｜

北海道を代表する食のプロ
フェッショナルに、本道沿岸
で獲れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂きます。

あ
さ
り
と
日
本
の
長
〜
い
お
付
き

合
い 

＋ 

私
の
ほ
っ
こ
り
＆
お
い
し
い

思
い
出
話
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
店
頭
に
た

く
さ
ん
の
貝
が
並
び
、
春
の
訪
れ
を

感
じ
ま
す
。
中
で
も
大
好
き
な
あ
さ

り
は
、
大
ぶ
り
な
も
の
か
ら
小
ぶ
り

な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
何
を
作
ろ

う
か
な
と
献
立
を
考
え
る
た
び
に
、

心
が
躍
り
ま
す
。

あ
さ
り
の
こ
と
を
少
し
調
べ
て
み

る
と
―
―

な
ん
と
、
日
本
で
は
縄
文
時
代
の

貝
塚
か
ら
大
量
の
あ
さ
り
の
貝
殻
が

出
土
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
場
所

は
、
現
在
の
千
葉
や
神
奈
川
あ
た

り
の
海
辺
。
何
千
年
も
前
か
ら
日
本

人
の
食
卓
に
あ
さ
り
が
あ
っ
た
な
ん

て
、
ち
ょ
っ
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
せ

ん
か
？

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
東
京
湾
で

獲
れ
た
あ
さ
り
は
味
噌
汁
や
佃
煮
、

そ
し
て
「
深
川
め
し
」
と
し
て
、
庶

民
の
食
卓
の
定
番
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
私
に
と
っ
て
の
深
川
め
し
は
、

ま
さ
に
「
母
の
味
」。
ほ
ん
の
り
甘
辛

く
て
、あ
さ
り
の
だ
し
が
ご
飯
に
し
っ

か
り
し
み
込
ん
で
い
て
。
あ
れ
が
出

て
く
る
日
は
、
子
ど
も
心
に
ち
ょ
っ

と
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
あ
さ
り
に
ま

つ
わ
る
思
い
出
と
い
え
ば
、
家
族
で

行
っ
た
潮
干
狩
り
。
熊
手
で
砂
を
ガ

リ
ガ
リ
掘
っ
て
、
小
さ
な
あ
さ
り
が

顔
を
出
す
た
び
に
「
見
つ
け
た
！
」

と
大
騒
ぎ
。
あ
の
達
成
感
、
本
当
に

楽
し
か
っ
た
な
ぁ
。
夜
は
そ
の
”
勝

利
品
（
？
）“
で
お
味
噌
汁
を
作
っ
て

も
ら
っ
て
、「
こ
れ
、
自
分
で
獲
っ
た

や
つ
だ
よ
！
」
と
誇
ら
し
げ
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

昔
は
お
味
噌
汁
や
佃
煮
、
酒
蒸
し

が
定
番
で
し
た
が
、
最
近
の
我
が
家

の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
「
レ
ン
ジ
で
作

る
お
か
ず
酒
蒸
し
」
で
す
。
耐
熱
ボ

ウ
ル
に
あ
さ
り
、た
っ
ぷ
り
の
春
キ
ャ

ベ
ツ
、千
切
り
の
生
姜
を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
に
詰
め
、
お
酒
を
か
け
て
レ
ン
ジ

で
チ
ン
。
熱
々
に
ポ
ン
酢
と
か
つ
お

節
を
混
ぜ
た
ら
、
も
う
立
派
な
メ
イ

ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
に
早
変
わ
り
！

あ
さ
り
っ
て
、
何
千
年
も
前
か
ら

人
々
に
愛
さ
れ
、
時
代
ご
と
に
姿
を

変
え
な
が
ら
、
今
も
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
中
に
ち
ゃ
ん
と
溶
け
込
ん
で
い

る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
、
な
ん
だ
か

と
て
も
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
。

さ
て
、
週
末
に
は
に
ん
に
く
と
バ

タ
ー
を
効
か
せ
た
ボ
ン
ゴ
レ
パ
ス
タ

と
い
き
ま
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

白
ワ
イ
ン
も
忘
れ
ず
に

おさ
かなコ

ラム

坂
下
美
樹

管
理
栄
養
士
／
調
理
師
／
製
菓
衛
生
師

現
在
、北
海
道
新
聞
く
ら
し
面「
今
日
の

１
品
」執
筆
中
。「
道
新
文
化
教
室
」開

催
。Ｈ
Ｔ
Ｂ
イ
チ
オ
シ
出
演
中
、ホ
ク
レ

ンG
REEN

等
の
料
理
制
作
な
ど
。料

理
教
室
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
う
え
好
評
開

催
中
。

ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
レ
シ
ピ
の
制
作
多
数
。 

あ  さ  り
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１
．
ほ
た
て

　
　
　
　

令
和
６
年
度
の
全
道
ほ
た
て
水
揚
げ
数
量
は
40
万

ト
ン
と
な
り
、
近
年
は
安
定
的
な
水
揚
げ
が
続
い
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
海
洋
環
境
や
社
会
情
勢
は
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
安
定
し
た
生
産
・
加
工
・

流
通
を
図
る
た
め
に
は
、
状
況
の
変
化
に
対
し
迅
速

か
つ
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

生
産
面
で
は
、
昨
年
か
ら
続
く
貝
毒
の
高
毒
化
、

高
水
温
化
に
加
え
、
ラ
ー
バ
の
採
苗
不
振
が
顕
著
と

な
っ
て
い
ま
す
。
安
定
生
産
の
基
盤
を
揺
る
が
す
課

題
が
山
積
し
て
お
り
、
原
因
究
明
や
対
応
策
の
確
立

が
必
要
不
可
欠
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
工
面
で
は
、
他
魚
種
か
ら
ほ
た
て
加
工
へ
の
転

換
が
進
ん
で
お
り
、全
道
的
に
原
貝
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

流
通
面
で
は
、
輸
出
が
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
一

方
、
流
通
価
格
の
上
昇
と
と
も
に
日
本
国
内
で
の
需

要
減
退
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
的
確
な
情
報
収
集

を
行
い
、
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
生
産
対
策 

①
水
揚
げ
対
策

ア
．
生
産
動
向
・
消
流
状
況
の
把
握
と
再
生
産

可
能
な
原
貝
価
格
の
確
保

イ
．
ラ
ー
バ
採
苗
不
振
の
要
因
解
明
と
対
応

ウ
．
原
貝
の
全
道
広
域
流
通
化
に
よ
る
円
滑
な

水
揚
げ
体
制
の
維
持

②
貝
毒
対
策

ア
．
北
海
道
ほ
た
て
流
通
食
品
協
会
と
連
携
し
た

安
全
性
の
確
保
に
向
け
た
管
理
ル
ー
ル
の
遵
守

イ
．
消
流
の
多
様
化
や
貝
毒
の
高
毒
化
に
対
応

し
た
ル
ー
ル
見
直
し
の
検
討

③
生
産
基
盤
整
備
対
策

ア
．
北
海
道
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
・
道
総
研

と
連
携
し
た
各
種
試
験
調
査
の
実
施

④
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証

ア
．
道
産
ほ
た
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の
一
環

と
し
て
、
国
内
・
海
外
市
場
で
の
販
路
拡
大

 （
２
）
流
通
対
策 

①
国
内
対
策

ア
．
原
貝
の
広
域
流
通
対
策
と
連
動
し
た
製
品

の
集
荷
・
販
売
の
継
続
実
施

イ
．
売
場
確
保
に
向
け
た
流
通
対
策
・
宣
伝
事

業
の
実
施　
　

②
輸
出
対
策

ア
．
海
外
各
国
の
消
流
実
態
に
即
し
た
輸
出
の

実
践

イ
．
市
場
調
査
に
よ
る
海
外
の
消
流
状
況
や
生

産
動
向
の
把
握

（
３
）
製
品
別
販
売
の
考
え
方 

①
玉
冷

ア
．
国
内
で
の
消
費
維
持
、
売
場
確
保
に
向

け
た
取
り
進
め
の
実
施

イ
．
無
選
別
品
や
バ
ル
ク
形
態
の
集
荷
に
よ

る
消
費
地
で
の
リ
パ
ッ
ク
体
制
の
強
化

ウ
．
世
界
情
勢
や
海
外
各
国
の
動
向
を
見
据

え
た
輸
出
の
実
践

②
ボ
イ
ル

ア
．
需
要
維
持
に
向
け
た
国
内
販
路
の
確
保

イ
．
海
外
の
需
要
継
続
に
向
け
た
輸
出
の
実
践

③
生
鮮
ほ
た
て

ア
．
活
貝
・
生
貝
柱
・
生
鮮
む
き
身
の
業
態
別

販
売
展
開

イ
．
加
工
向
け
生
貝
柱
の
供
給
な
ら
び
に
製
品

集
荷
・
販
売
の
推
進

④
乾
貝
柱

ア
．
生
産
供
給
体
制

ａ
．
安
定
消
流
か
つ
再
生
産
可
能
な
価
格
形
成

ｂ
．
生
産
量
の
維
持
、
増
産
に
向
け
た
通
年
稼

働
の
取
組

ｃ
．
格
付
を
通
じ
た
品
質
向
上
に
向
け
た
取
組

イ
．
消
費
地
対
策

ａ
．
海か

い
せ
ん
か
い

扇
会
・
香ほ

ん
こ
ん
な
な
れ
ん

港
七
聯
の
販
売
機
能
を
踏

ま
え
た
海
外
戦
略
の
実
施

ｂ
．
香
港
・
中
国
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
北
米

お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
販
売
強
化

ｃ
．
円
滑
な
消
流
に
向
け
た
供
給
体
制
の
整
備

ｄ
．
国
内
販
路
の
維
持
・
拡
大

⑤
ボ
イ
ル
柱

ア
．
流
通
対
策
・
宣
伝
事
業
と
連
動
し
た
取
り

進
め
に
よ
る
商
品
定
着
化

 

２
．
昆
布

　
　
　
　

令
和
６
年
度
の
全
道
生
産
は
、特
に
天
然
物
の
不
漁

が
響
き
、８
，０
０
０
ト
ン
台
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

要
因
は
、高
水
温
・
流
氷
等
、自
然
環
境
に
起
因
す
る

も
の
が
多
く
、容
易
に
解
決
を
図
れ
る
も
の
で
は
な
い

で
す
が
、研
究
機
関
と
も
連
携
し
、生
産
の
維
持
・
安
定

化
に
向
け
各
種
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、市
場
も
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、売
り
場

確
保
・
流
通
の
安
定
化
を
念
頭
に
、引
き
続
き
、品
質
の

維
持
向
上
に
取
り
組
み
、宣
伝
等
各
種
施
策
を
通
じ
、

安
心
し
て
生
産
・
流
通
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

（
１
）
生
産
対
策 

①
資
源
減
少
対
策

ア
．
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
生
育
環
境

の
掌
握
・
創
出

イ
．
種
子
採
取
の
拡
充
、
育
種
手
法
・
利
用
の

整
理

ウ
．
各
地
区
に
お
け
る
増
産
取
組
支
援
、
モ
デ

ル
漁
協
の
選
定

②
昆
布
製
品
の
生
産
効
率
向
上

ア
．
生
昆
布
製
品
化
事
業
の
継
続
・
拡
充

（
２
）
流
通
対
策 

①
国
産
昆
布
の
安
定
消
流

ア
．
市
場
の
維
持
と
再
生
産
・
増
産
に
繋
が
る

価
格
の
底
上
げ
、
適
正
化

イ
．
各
銘
柄
の
安
定
流
通
に
向
け
た
宣
伝
活
動

の
実
施

ウ
．
流
通
実
態
の
掌
握

②
品
質
向
上
対
策

　

ア
．
異
物
混
入
防
止
対
策
の
実
施

（
３
）
輸
入
昆
布 

①
国
内
市
場
規
模
の
維
持

ア
．
国
内
市
場
の
維
持
を
念
頭
に
、
一
定
量
の

搬
入
を
実
施

イ
．
需
割
業
者
と
し
て
の
役
割
を
再
認
識
し
、

昆
布
流
通
の
安
定
化
を
優
先
し
た
供
給
量
の

設
定

先
月
か
ら
２
カ
月
に
わ
た
り
、ぎ
ょ
れ
ん
の
令

和
７
年
度
事
業
計
画
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、販
売
事
業
の
う
ち
、ほ
た
て・昆
布・鮮

魚
に
関
す
る
事
業
と
、末
端
加
工
製
品
、食
の
安

全・安
心
、宣
伝
販
促・食
育
事
業
、購
買
事
業
、経

営
体
制
の
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画

販
売
事
業
に
つ
い
て

0

100

200

300

400

500

600

道内天然
道内養殖

232

101

206

53

235

63

295 346

56

43

ほたて貝水揚量推移（単位：千トン）

H27 H28 H29 H31 R2 R4 R5 R6R3H30
（道ぎょれん集計）

363 362

67 75

347

73

336

70

331

73

全道昆布の生産量と平均単価推移
数量（トン） 単価（k@）

（トン） （円）

注：平均単価は、本会取扱平均単価（道ぎょれん集計）
H27 H28 H29 H31 R2 R4 R5 R6R3H30
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1,346

1,546

1,620

2,042

1,638
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食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
社
会
的
関
心
は
常
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
食
中
毒
等
の
食
品
事
故
や
不
正

表
示
事
例
等
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

関
連
す
る
法
令
も
強
化
さ
れ
食
品
事
業
者
の
社
会
的

責
務
は
従
前
に
も
増
し
て
適
正
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
会
グ
ル
ー
プ
が
製
造
販
売
す
る
商
品
の
品
質
管

理
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
種

管
理
施
策
を
強
化
し
安
全
・
安
心
な
商
品
供
給
を
維

持
し
ま
す
。

ま
た
、
産
地
市
場
の
水
揚
荷
捌
等
に
お
け
る
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
管
理
も
法
令
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
他
国
へ
の
水
産
物
輸
出
に
お
い
て
も
水
揚
施
設

登
録
や
水
揚
履
歴
管
理
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
漁
港
・

市
場
施
設
の
衛
生
管
理
向
上
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応
を
含
め
道
産
水
産
物
流
通
の

起
点
と
な
る
産
地
市
場
の
衛
生
管
理
向
上
を
図
る
べ

く
漁
協
市
場
施
設
の
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連

す
る
情
報
に
つ
い
て
適
宜
発
信
し
道
産
水
産
物
の
安

全
・
安
心
確
保
に
努
め
ま
す
。

（
１
）
本
会
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
品
質
管
理
施
策

の
拡
充 

①
定
期
工
場
点
検
の
実
施
と
課
題
検
証

②
関
係
法
令
の
正
し
い
理
解
と
適
確
な
運
用

③
商
品
苦
情
の
分
析
検
証
と
改
善
策　

④
全
グ
ル
ー
プ
職
員
（
関
連
会
社
社
員
を
含
む
）

へ
の
教
育
啓
蒙

⑤
適
確
な
商
品
仕
様
書
管
理

 

（
２
）
産
地
市
場
点
検
業
務
（
北
海
道
産
地
市
場

衛
生
管
理
高
度
化
検
討
委
員
会
事
業
） 

　

各
種
点
検
に
よ
り
産
地
市
場
施
設
の
衛
生
管
理

の
維
持
向
上
を
推
進
す
る
。

　

令
和
７
年
度　

事
務
局
に
よ
る
現
地
点
検
対

象
：
桧
山
、
函
館
管
内
の
各
市
場
施
設

※
そ
の
他
地
区
は
自
主
点
検

日
本
国
内
で
は
近
年
の
物
価
高
騰
に
よ
り
消
費
者

マ
イ
ン
ド
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
、
世
界

的
な
魚
食
ニ
ー
ズ
向
上
に
加
え
円
安
が
続
く
為
替
動

向
が
追
い
風
と
な
り
、
海
外
の
旺
盛
な
需
要
は
こ
れ

か
ら
も
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

宣
伝
販
促
事
業
に
つ
い
て
は
、
変
化
す
る
社
会
情

勢
・
消
流
動
向
に
加
え
、
消
費
者
の
生
活
様
式
に
柔

軟
に
対
応
し
た
広
告
宣
伝
・
販
売
促
進
活
動
を
展
開

し
、
国
内
に
主
軸
は
置
き
つ
つ
も
海
外
市
場
に
お
け

る
各
魚
種
の
露
出
増
加
を
図
る
こ
と
で
購
買
意
欲
の

促
進
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
本
会
の
認
知
度
、
企
業

価
値
の
向
上
に
も
繋
が
る
よ
う
な
発
信
を
複
合
的
に

展
開
し
ま
す
。

食
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
「
食
」
の
未
来
を
見
据

え
、
若
年
層
を
中
心
と
し
つ
つ
、
世
代
間
を
超
え
た

事
業
を
展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
一
方
向
的
な
情
報
発

信
に
止
ま
ら
ず
、
触
れ
る
・
調
理
す
る
・
食
べ
る
と

い
っ
た
実
体
験
を
通
し
て
道
産
水
産
物
の
魅
力
の
伝

達
を
図
り
ま
す
。

 

３
．
鮮
魚

　
　
　
　

令
和
６
年
度
の
鮮
魚
の
消
流
は
、
外
食
・
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
も
あ
り
、
貝
類
等
の

刺
身
商
材
中
心
に
消
費
が
伸
長
す
る
一
方
、
か
れ
い

類
や
に
し
ん
等
の
水
揚
げ
増
加
魚
種
に
お
い
て
は
、

『
加
工
業
者
減
少
』
『
魚
食
離
れ
』
等
も
影
響
し
依

然
と
し
て
大
量
水
揚
げ
時
に
は
価
格
の
低
迷
を
招
い

て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
A
L
P
S

処
理
水
放
出
に
よ
る
中
国
禁
輸
の
影
響
で
、
宗
八
や

真
だ
ら
等
の
中
国
ル
ー
ト
へ
販
売
し
て
い
た
魚
種
に

お
い
て
は
、
水
揚
げ
数
量
に
よ
っ
て
は
浜
値
が
急
激

に
下
落
す
る
等
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
状
況
に
対
し
鮮
魚
流
通
対
策
事
業
で
は
、
国

の
平
準
化
事
業
も
活
用
し
原
料
凍
結
に
よ
る
浜
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、
系
統
鮮
魚
を
中
心
と
し

た
日
配
鮮
魚
の
販
売
を
強
化
し
、
引
続
き
浜
値
の
底

上
げ
と
消
費
促
進
に
向
け
た
取
組
を
継
続
的
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
引
き
続
き
浜
の
要
望
を
踏
ま
え
、
生
鮮

販
売
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
突
発
的
な
水
揚
げ

に
即
応
で
き
る
凍
結
体
制
の
再
構
築
と
販
売
の
強
化

を
図
り
、
魚
価
と
流
通
の
安
定
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

（
１
）
生
鮮
事
業 

①
末
端
を
見
据
え
た
日
配
鮮
魚
の
取
扱
強
化

②
生
鮮
販
売
強
化
に
よ
る
魚
価
対
策
の
実
施

③
浜
値
の
底
支
え
を
目
的
と
し
た
広
域
的
な
原
魚

販
売
の
強
化

 

（
２
）
冷
凍
事
業 

①
国
の
平
準
化
事
業
も
活
用
し
た
原
料
凍
結
に
よ

る
魚
価
対
策
の
実
施

②
国
内
、
輸
出
両
方
を
見
据
え
た
原
料
販
売
ル
ー

ト
の
拡
大

③
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
高
次
加

工
品
の
販
売
拡
充
（
I
Q
F
、
刺
身
、
骨
取
り

製
品
等
） 

 

４
．
末
端
加
工
製
品

　
　
　
　

末
端
加
工
製
品
に
つ
い
て
は
、
日
々
変
化
す
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
は
も
と
よ
り
、
食
品
を
取
り
巻
く
製
造

環
境
や
社
会
情
勢
の
変
化
、
水
揚
げ
魚
種
の
変
動
、

世
界
的
な
物
価
上
昇
か
ら
く
る
コ
ス
ト
高
な
ど
、

様
々
な
シ
ー
ン
に
即
応
す
る
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

特
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
日
々
の
環

境
、
社
会
の
変
容
、
世
界
情
勢
が
複
合
的
に
関
わ

り
、
変
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
年
々
早
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
に
対
応
し
な
が
ら
、
北
海
道
産
水
産
物
の

更
な
る
価
値
向
上
と
消
流
の
安
定
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

（
１
）
末
端
製
品
販
売
対
策 

①
業
態
別
販
売
戦
略
の
継
続
（
宅
配
、
量
販
店
、

業
務
筋
、
C
V
S
等
）

②
右
記
業
態
に
即
し
た
商
品
開
発
の
推
進

③
多
様
な
水
揚
げ
環
境
に
即
し
た
商
品
開
発
の
推

進

④
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
即
し
た
商
品
開
発
の
推

進
⑤
本
会
製
品
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

⑥
海
外
委
託
加
工
に
よ
る
安
定
的
な
一
次
処
理
加

工
の
確
保
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

⑦
末
端
商
品
の
海
外
販
路
開
拓
、
商
品
開
発

⑧
B
to
C
事
業
向
け
商
品
の
拡
充

※
B 

to 

C
：

B
u
s
i
n
e
s
s  

t
o  

C
o
n
s
u
m
e
r

企
業
が
一
般
消
費
者
を
対
象
に
行
う
ビ
ジ
ネ
ス

（
２
）
末
端
製
品
製
造
対
策 

①
グ
ル
ー
プ
全
体
で
連
携
し
た
原
料
集
荷
の
継
続  

②
一
次
処
理
工
程
の
海
外
加
工
拡
大

③
グ
ル
ー
プ
工
場
へ
の
機
器
導
入
促
進
継
続
（
省

人
化
・
人
的
補
完
）

④
製
造
原
価
上
昇
に
伴
う
適
切
な
価
格
設
定
（
価

格
改
定
）

（
３
）
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
企
業
価
値
向
上
の

取
組
と
販
売
囲
い
込
み
戦
略 

①
エ
コ
資
材
へ
の
転
換
継
続
、
数
値
化
で
の
意
識

改
革

②
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
商
品
の
拡
充
継
続

③
本
会
H
P
や
S
N
S
を
活
用
し
た
、
S
D
G
s

へ
の
取
組
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
す
る
情

報
発
信
の
強
化

④
広
告
宣
伝
活
動
な
ど
と
連
携
し
た
効
果
的
な
販

売
促
進
活
動
の
展
開

（
１
）
宣
伝
販
促
事
業 

①
道
産
水
産
物
の
売
場
確
保
に
向
け
、
旬
や
栄
養

を
は
じ
め
道
産
水
産
物
の
優
位
性
な
ど
を
訴
求

し
た
効
果
的
な
宣
伝
活
動
の
推
進

②
レ
シ
ピ
・
調
理
手
順
動
画
な
ど
、
S
N
S
・
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
等
を
効
果
的
に
活
用
し
、
消

費
者
の
購
買
意
欲
の
向
上
・
喫
食
機
会
の
創
出

に
向
け
た
情
報
発
信

③
本
会
S
N
S
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
る
情
報

発
信
の
さ
ら
な
る
強
化
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
囲

い
込
み
（
本
会
フ
ァ
ン
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
獲
得
）

④
M
S
C
／
M
E
L
漁
業
認
証
取
得
の
優
位
性

や
地
産
地
消
の
促
進
を
積
極
的
に
打
ち
出
す
な

ど
、
S
D
G
s
の
観
点
に
立
っ
た
情
報
発
信

⑤
生
協
共
同
購
入
・
量
販
店
等
に
お
い
て
、
さ
ら

な
る
販
促
支
援
及
び
自
家
消
費
定
着
、
取
扱
の

伸
長
を
目
的
に
様
々
な
ツ
ー
ル
で
情
報
発
信
強

化

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

宣
伝
販
促
・
食
育
事
業

本会キャラクター「シャッケ船長」「こんぶらこ」
「ホタテリオ」によるステージショー（サッポロファクトリー）。

道産水産物の認知度拡大を図っています
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⑥
異
業
種
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
共
同
販
促
の

実
施

⑦
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
及
び
海
外
現
地
消
費
者
に
向
け

た
消
費
喚
起
施
策
の
実
施

⑧
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
参
画
に
よ
る
露

出
及
び
喫
食
機
会
の
創
出

（
２
）
食
育
事
業 

①
広
域
的
な
普
及
啓
発
発
信
に
よ
る
「
北
海
道
の

水
産
業
」
全
体
の
価
値
の
向
上

②
本
会
C
S
R
と
連
動
さ
せ
た
食
育
事
業
の
継

続
的
な
実
施
及
び
本
会
の
公
式
S
N
S
ア
カ

ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信

③
秋
鮭
・
ほ
た
て
・
昆
布
の
各
協
議
会
と
連
携
し

た
食
育
事
業

ア
．
次
世
代
の
食
産
業
を
担
う
調
理
師
や
栄
養

士
を
目
指
す
学
生
に
対
し
、
北
海
道
水
産
物

の
優
位
性
を
訴
求
す
る
食
育
講
座
を
継
続
実

施
イ
．
札
幌
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
で
の
食
育
講

座
及
び
保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

ウ
．
食
育
用
教
材
、
学
習
指
導
要
領
の
整
備
に

よ
る
広
域
的
な
食
育
授
業
の
普
及

　

漁
業
資
材
の
価
格
は
、
原
材
料
や
燃
油
、
人
件
費

の
高
騰
に
よ
り
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。
漁
業
コ
ス

ト
軽
減
に
向
け
た
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
普
及
・
開

発
を
推
進
し
、
製
品
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

廃
棄
資
材
は
処
分
施
設
が
減
少
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
刺
網
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
の
回
収
を
継
続
す
る
他
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
養

殖
籠
に
着
手
し
、
漁
業
資
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

し
ま
す
。

　

経
年
化
し
た
燃
油
施
設
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
施
設
の
点
検
・
整
備
を
強
化
し
、
管
理
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

（
１
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
重
点
品
目
（
ベ
ト
ナ
ム
製
養
殖
籠
）
の
取
扱
強

化
②
漁
業
者
要
望
商
品
の
新
規
開
発
、
取
扱
推
進

③
定
置
資
材
の
取
扱
推
進
と
漁
網
リ
ー
ス
活
用
の

推
進 

 

（
２
）
漁
具
リ
サ
イ
ク
ル 

①
刺
網
（
ナ
イ
ロ
ン
）・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
（
魚

函
、
パ
レ
ッ
ト
等
）
の
継
続
回
収

②
養
殖
籠
リ
サ
イ
ク
ル
の
条
件
な
ど
整
備
し
回
収

を
開
始

③
各
種
会
議
や
部
会
等
を
活
用
し
た
普
及
・
啓
蒙

（
３
）
包
装
資
材 

①
環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
資
材
の
情
報
収
集
や
取

扱
の
推
奨

（
４
）
漁
業
用
燃
油 

①
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
実
施
に
よ
る

保
全
管
理
強
化

②
未
利
用
油
種
の
取
扱
推
進 

（
５
）
施
設
・
機
器 

①
省
力
化
機
器
の
普
及
拡
大
（
船
舶
用
高
圧
洗
浄

機
、
ほ
た
て
耳
吊
用
穴
あ
け
機
等
）

②
A
I
技
術
の
応
用
や
海
難
事
故
減
少
に
向
け

た
位
置
情
報
管
理
機
器
の
普
及

③
設
計
業
務
（
工
場
・
事
務
所
等
）
と
機
器
導
入

の
利
用
推
進

「（動画）廃網リサイクルの現場から」を作成し、
更なる普及に努めていきます

本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
水
揚
げ
環
境
や

社
会
構
造
の
変
化
な
ど
大
き
な
波
に
晒
さ
れ
て
い
ま

す
。日

々
変
化
す
る
環
境
の
も
と
、
本
会
は
指
導
・
経

済
事
業
の
強
化
は
も
と
よ
り
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
S
D
G
s
と
連
動
し
た
C
S
R

活
動
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
重
要
性
は
益
々
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
、
浜
か
ら
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、
本
年
は
「
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る
北
海

道
漁
業
の
実
現
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
中
期
的

事
業
推
進
方
向
の
最
終
年
と
し
て
、
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
積
極
果
敢
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
販
売
力

の
強
化
、
財
務
基
盤
の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

併
せ
て
、
職
員
教
育
の
継
続
及
び
業
・
事
務
の
合

理
化
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ぎ
ょ
れ
ん
グ

ル
ー
プ
全
体
の
総
合
的
な
危
機
管
理
体
制
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。

（
１
）
経
営
基
盤
の
強
化

①
漁
業
生
産
の
回
復
に
向
け
た
増
養
殖
や
ス
マ
ー

ト
漁
業
等
の
先
行
事
例
に
関
す
る
情
報
の
収
集

や
発
信
強
化

②
共
販
体
制
及
び
系
統
利
用
率
向
上
を
目
的
と
し

た
取
組
継
続

③
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
収
益
構
造
の
確
立

ア
．本
会
グ
ル
ー
プ
会
社
の
連
携
に
よ
る
加
工
・

流
通
機
能
の
強
化

イ
．
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
戦
略
的
か
つ
効

率
的
な
投
資
の
実
施

④
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
強
化

ア
．
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
い
た
職
員
教
育
に

よ
る
人
材
力
強
化
の
継
続

イ
．
本
会
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
の
事
業
強
化
に

向
け
た
適
材
人
員
の
配
置
、
業
務
体
制
の
構

築
ウ
．
D
X
推
進
に
よ
る
業
・
事
務
合
理
化

エ
．
効
率
的
な
業
務
体
制
の
確
立
と
コ
ス
ト
削

減
対
策

（
２
）
本
会
グ
ル
ー
プ
危
機
管
理
体
制
の
拡
充

①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
経
営
の
継

続
②
経
営
管
理
機
能
の
強
化
、
リ
ス
ク
管
理
の
徹　
　
　
　

底
③
取
引
先
の
情
報
掌
握
及
び
債
権
管
理
の
徹
底

（
３
）
C
S
R
活
動
の
取
組
強
化
（
S
D
G
s
と

連
動
）

①
環
境
方
針
に
配
慮
し
た
事
業
運
営

ア
．
海
洋
環
境
の
保
全
に
向
け
た
脱
・
抑
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
運
動
の
継
続

イ
．
植
樹
活
動
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
・
5
R

の
継
続

ウ
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た

各
種
取
組
の
検
討

エ
．
企
業
価
値
並
び
に
認
知
度
向
上
に
向
け
た

本
会
C
S
R
活
動
の
発
信
強
化

②
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
向
け
た
取
組
推
進

8時間のカレーパン販売個数チャレンジで、協同組合
ネット北海道（ぎょれん、しんれん、ホクレン、コープさっぽろ
他16組織で構成）がギネス世界記録に認定されました。
今年は国連の定める国際協同組合年で協同組合の役割
や意義を伝えることを目的にギネス世界記録に挑戦しました

購
買
事
業

経
営
体
制
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全道9カ所で地区組合長会議を開催将来のぎょれんグループを担う14名を新採用

令和6年度 全道漁協トップセミナーが開催

　4月4日（金）の釧勝地区を皮切りに、22日（火）にかけて
地区組合長会議が全道9カ所で開催され、ぎょれんは2班に分
かれて会議に出席しました。会議では①令和6年度の決算見込
及び剰余金処分の考え方について、②令和7年度事業計画につ
いて、③令和7年度指導事業賦課金及び徴収方法についてそれ
ぞれ説明を行い、各漁協幹部の皆さま方と意見交換を行ったほ
か、各種補助事業や福島第一原発アルプス処理水の動向、漁業
資材のリサイクル実施状況などについて報告を行いました。
　今後は各地の会議で寄せられたご意見やご提言を集約して事
業計画を策定し、今年度の事業を推進していきます。

　3月26日（水）から28日（金）にかけて、
令和7年度の新入会職員、ぎょれん11名
（総合職10名、一般職1名）、㈱ぎょれん
鹿島食品センター2名、ぎょれん販売㈱1名
の合計14名を対象にぎょれんグループ合同
の採用直前研修を行いました。
　例年、4月1日の配属前にぎょれん本所
で実施している研修で、協同組合の基本は
もとより、これからの業務に必要不可欠な
知識やパソコンのセキュリティ、ぎょれん
グループの組織体制、コンプライアンスな
どについて内部・外部の講師が指導しまし
た。また、本年度は新たな取組として、ぎょれんが外野フェンスに広告を出
稿しているエスコンフィールド北海道においても研修や懇談会を実施。元・
北海道日本ハムファイターズで、現在は球団の職員としてＰＲ事業などに携
わる谷口雄也氏が「『野球人』の現在地」と題して、自身のこれまでの経験か
ら、社会人としての心得や企業理念の大切さ、仕事に向き合う姿勢などを分
かりやすくご教授いただきました。研修に参加した新採用職員たちには、今
回学んだことを忘れず、今後も末永く活躍してくれることを期待します。

　3月6日（木）、令和6年度全道漁協トップセミナーが札幌市の
第二水産ビルで開催され、全道各地の漁協や系統団体、道水産
林務部、農林中央金庫の役職者ら約130名が参加しました。本
セミナーは、複雑かつ急激な環境変化に対応するために、幅広
い見識を深め、本道漁業の振興と漁協経営の安定強化の一助と
なるべく毎年開催されているものです。
　今年は東京大学大学院の鈴木特任教授を講師に迎え、「食料安
全保障と北海道漁業の役割」と題し講演が行われました。鈴木
特任教授は、大学卒業後に農林水産省で15年働いた経験を基に
日本の自給率の低さや、外国からの輸入に依存しなければ国民
全体に十分な食料を供給できない現状について、大変危険な状
況にあると強調しました。
　そのうえで、こうした問題を解決するためには、日本の食糧
基地である北海道の漁業や農業、酪農業といった一次産業が大
変重要な役割を果たしており、国として十分な支援を行い、生
産者の方たちの生活の安定を守るべき、と訴えました。

各浜で令和7年度のぎょれん事業計画など説明しましたぎょれんグループ合同で採用直前研修を実施しました

東京大学大学院・鈴木宣弘特任教授が
北海道漁業の役割について講演

0103

02

各漁協の組合長や専務参事など、組合の幹部職員
を中心に多くの方が参加しました

講師を務めた鈴木特任教授

4月11日（金）に行われた留萌地区組合長会議の
様子

4月15日（火）開催・胆振地区の会議であいさつを
する阿部会長

ぎょれんグループ新採用職員（前列）も一丸となって、これからの北海道漁業の
発展を目指します

プロ野球選手・会社員としての目
線でご講演いただいた谷口氏

北海道産ほたてとのマリアージュ認定の対象商品を購入して応募

　5月1日（木）から6月30日（月）まで、ぎょれん
とサッポロビール㈱は共同で「ちょっと贅沢に、
北海道の味覚を味わおうキャンペーン」を実施中
です。このキャンペーンは、道産ほたてと大変優
れたペアリング（食べ合わせ・飲み合わせ）と
して、マリアージュ認定されている「サッポロ
ＳＯＲＡＣＨＩ １９８４」と「グランポレール 余
市ケルナー」の2商品を対象に、税込900円以上
お買い上げのレシート（複数枚合算可）を1口と
して、キャンペーンLINE公式アカウントから応募
することで、抽選で40名様にほたての冷凍貝柱が当たる北海道限定の販促に
なります。
　「サッポロ ＳＯＲＡＣＨＩ １９８４」は、伝説のホップ「ソラチエース」を使用して製造されているビー
ル、「グランポレール 余市ケルナー」は、余市産ぶどう（ケルナー）を100％使用して製造しているワイ
ンで、それぞれ昨年の12月と3月にぎょれんからマリアージュ認定を行いました。ぜひこの機会に道産ほ
たてとの相性抜群の飲料を購入して、応募してみてはいかがでしょうか。

ぎょれん×サッポロビール
「ほたて冷凍貝柱」が当たるキャンペーン開催中 04

キャンペーンの詳細
はこちら
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

11 ｜ ｜ 10

シガワセクケカ
ウツンプツリク
トコザロシケパ
ウキコバタラン
フガトーノイセ
カミザラヒタン
サハタオルービ

シークワードクイズ
5月のテーマ
「お天気用語」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　５月は「お天気用語」がテーマです。異常気象により、四季が失われつ
つあると言われて久しいですが、天気を表現する言葉は多彩です。     
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉ちょっと古いですが、「あっしには関わりのないことでご
ざんす」○○○○紋次郎

□
□
□
□
□
□
□
□

ウミカゼ（海風）
ウリヨウ（雨量）
カンキ（寒気）
キオン（気温）
ゴウウ（豪雨）
コウキアツ（高気圧）
コウズイ（洪水）
コサメ（小雨）
シモ（霜）

タイフウ（台風）
タカナミ（高波）
ツナミ（津波）
ナギ（凪）
ヒヨウ（雹）
フウソク（風速）
ボウフウイキ（暴風域）
ミゾレ（霙）

4月号の解答と当選者

ツツアキウコク
ギナコイオソカ
ゼカミウウンモ
ガウリフキシタ
ウヨコウズイカ
ウヒサボフラナ
ゴシメウレゾミ

解 答

リ ス ト

となります。

カサ
（函館市）佐々木　奈　美さん
（伊達市）横 山 翔 太さん
（浜中町）秋　森　美智子さん
（根室市）影沼澤　　　恵さん
（別海町）ほ た て 大 好 きさん



大漁
祈願！

千
歳
空
港
の
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
ぎ
ょ

れ
ん
の
方
た
ち
と
こ
ん
ぶ
ら
こ
ち
ゃ
ん
が

牛
乳
と
ホ
タ
テ
ス
ー
プ
を
配
っ
て
い
て
、こ

ん
ぶ
ら
こ
ち
ゃ
ん
に
会
え
た
娘
が
感
激
し

て
い
ま
し
た
。外
国
の
方
た
ち
に
向
け
て
こ

ん
な
活
動
も
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
～
と
驚

き
ま
し
た
！

（
札
幌
市
　
上
田
唯
さ
ん
　
35
歳
）

久
し
ぶ
り
に
文
章
を
書
き
ま
し
た
。読
め

て
も
書
け
な
い（
笑
）す
っ
か
り
、今
ど
き
の

老
人
に
な
り
ま
し
た
。時
代
に
も
つ
い
て
い

け
ず
、62
円
は
が
き（
い
つ
の
時
代
？
）+

23

円
切
手
。プ
レ
ミ
ア
つ
く
か
な
ぁ（
笑
）。

（
え
り
も
町
　
ケ
メ
子
さ
ん
　
63
歳
）

と
っ
て
も
久
し
ぶ
り
に
シ
ー
ク
ワ
ー
ド
解

い
て
み
ま
し
た
。リ
ス
ト
も
見
ず
に
自
力
で

や
っ
て
い
て
手
詰
ま
り
感
。ふ
と
、リ
ス
ト

が
あ
る
の
に
気
づ
き
、あ
ぁ
、こ
れ
ね
…
と

い
う
答
え
が
出
て
き
ま
し
た
。早
と
ち
り
と

老
化
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
苦
戦
す
る
こ
と

の
多
い
こ
の
頃
で
す
が
、夫
が
漁
で
と
っ
て

き
て
く
れ
た
ホ
タ
テ
で
色
々
な
ご
は
ん
を

作
り
、健
康
維
持
し
た
い
で
す
。ほ
た
て
は

犬
の
夏
バ
テ
防
止
に
も
よ
い
そ
う
で
す
よ
ー

（
し
っ
か
り
ゆ
で
て
小
さ
く
カ
ッ
ト
し
て
ね
）。

（
別
海
町
　
ほ
た
て
大
好
き
さ
ん
　
56
歳
）

い
つ
も
家
族
で
楽
し
く
シ
ー
ク
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。だ
ん
だ
ん
こ
の

ク
イ
ズ
を
や
る
と
頭
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。

気
分
転
換
に
も
な
り
ま
す
。

（
根
室
市
　
市
橋
朋
之
さ
ん
　
19
歳
）

浜
の
お
母
さ
ん
レ
シ
ピ
何
時
も
美
味
し

そ
う
で
す
。先
月
の「
と
ろ
ろ
昆
布
と
か
ぼ

ち
ゃ
の
春
巻
き
」も
う
1
本
追
加
し
て
食
べ

た
～
い（
笑
）。

（
島
牧
村
　
髙
嶋
里
子
さ
ん
　
74
歳
）　

春
の
マ
ス
が
楽
し
み
で
す
。先
日
食
べ
た

バ
バ
ガ
レ
イ
が
と
て
も
お
い
し
く
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
用
に
冷
凍
し
ま
し
た
。

（
神
恵
内
村
　
オ
グ
ぺ
ェ
さ
ん
　
48
歳
）

北
海
道
も
サ
ク
ラ
が
咲
き
始
め
る
季
節
と

な
り
、海
の
中
で
は
魚
た
ち
も
春
を
感
じ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。私
も
春
か
ら
お
料
理
を

頑
張
り
た
く
、「
浜
の
お
母
さ
ん
レ
シ
ピ
」を

参
考
に
い
ろ
い
ろ
な
魚
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
で
す
！
地
産
地
消
で
北
海
道
の
魚

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
す
。

（
函
館
市
　
佐
々
木
奈
美
さ
ん
　
54
歳
）

よ
う
や
く
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。桜
の

つ
ぼ
み
が
少
し
ず
つ
ふ
く
ら
ん
で
き
ま
し

た
。開
花
が
待
ち
ど
お
し
い
で
す
。

（
小
樽
市
　
宮
古
登
美
子
さ
ん
）

鰊
漁
が
終
っ
て
、今
は
鰈・鮟
鱇
の
刺
し
網

漁
が
盛
ん
で
す
。

（
小
樽
市
　
宮
古
知
行
さ
ん
）

編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

皆
様
か
ら
の
お
便
り
、
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

次
の
①
〜
③
を
明
記
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
５
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

①
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
へ
の
投
稿（
お
便
り
、

写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
）や
、広
報
な
み
ま
る

く
ん
5
月
号
へ
の
感
想
・ご
意
見
な
ど（
※

１
５
０
字
程
度
ま
で
）

②
11
ペ
ー
ジ
の
シ
ー
ク
ワ
ー
ド
の
答
え

③
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

※「
な
み
ま
る
お
た
よ
り
箱
」に
は
①
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は
、図
書
カ
ー
ド

進
呈
や
、お
便
り
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
等
の
掲
載（
氏
名
、

年
齢
、市
町
村
名
）に
の
み
使
用
い
た
し
ま
す
。写
真
や

イ
ラ
ス
ト
は
、返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター
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桜の便りが聞かれる今日この頃、
春の訪れを感じさせるほっけやに
しんの水揚げが増えています。本ま
すの水揚げも増え、市場では大型サ
イズが買人達の注目を集め、値がつ
けられています。今後も水揚げが続
き、浜が活気づくことを期待すると
ともに、安全操業となるよう切に
願っています。

例年桜前線の北上と前後して春定
置網漁が始まり、既に各浜では操業
に向けて網入の準備が進められてい
ます。昨年は、時鮭の水揚げは芳し
くなかったものの、青ますの水揚げ
が近年で一番の豊漁となりました。
浜では、鮭鱒類とともに、その他の
魚種も含め水揚げ回復に期待してい
ます。本年も春定置網漁の豊漁と、
皆様の安全操業を祈願しています。

オホーツク海でも春の兆しが少し
ずつ感じられるようになりました。
毛がに籠漁や底曳網漁、刺網漁、
ほっき漁などの操業が続いていま
す。一方、春定置網漁やほたての稚
貝放流等も各浜で予定され、浜は賑
わっています。今後ますます忙しく
なりますが、安全操業と豊漁を、心
より祈願しています。

暖かな日が増え、春の気配が感じ
られ、定置網漁が始まっています。
定置網ならびに「大謀網」の発祥の
地でもある南かやべでは、例年、春
には本ます、夏にはいかやさば、ふ
ぐ、秋にはぶりや秋鮭、冬には助宗
など季節ごとに様々な魚が水揚げさ
れます。今年は序盤からほっけとに
しんの水揚げが多く、浜は活気づい
ています。一方、漁期後半にさしか
かった噴火湾のほたて漁は価格が著
しく上昇しており、今春の豊漁と安
全操業を願っています。

春の到来を感じさせる気温とな
り、さけ・ます流し網が4月1日から
出漁しました。昨年は不漁に悩みま
したが、今年は一昨年以上の豊漁と
なることを祈っています。一方、4
月末からは春定置網漁が開始される
予定であり、いよいよ春本番を迎え
つつあります。こちらも豊漁と引き
続きの安全操業を祈っています。

オホーツク地区では、毛がに籠漁
の水揚げは終盤に差し掛かっていま
す。一方、ほたて漁は、漁場造成、
稚貝放流を行っており、本操業に向
け着々と準備が進んでいます。利礼
地区では、今月からほっけ漁が始ま
り、来月からばふんうに漁が解禁と
なります。天候に恵まれ、安全操業
で豊漁となることを祈念していま
す。

いぶり噴火湾における2年貝の水
揚げは大部分が終了しました。一
方、4月中旬より室蘭・登別・虎杖浜
地区で春定置網漁が始まり、宗八を
はじめとするかれい類の水揚げが増
加してきました。また、つぶかご漁
も本格化したことで、たこ・つぶ等
の水揚げも堅調に推移しています。
今期の漁業が実り多いものとなるこ
とを願うとともに、生産者の皆様の
安全操業を心よりお祈り申し上げま
す。

4月中旬でにしん刺網漁が終漁と
なりました。前年と比べ、時化模様
やトド被害が多く水揚げが少ない状
況でしたが、活気溢れる2カ月半と
なりました。現在はほたて稚貝出荷
が本格化し、時化もありますが今の
ところ順調に出荷されています。4
月下旬からは小女子漁やわかさぎ漁
が始まります。春漁を迎え多忙な
シーズンとなりますが、安全操業と
順調な水揚げとなることを祈念して
います。

日本200海里内さけ・ます流し網
漁が4月1日午前0時に解禁となり、
管内からは9隻が大勢の家族、関係
者に見守られながら出港しました。
3日の初水揚げでは、市場が活気づ
いていました。これから最盛期を迎
えます。体調管理に留意し、今後の
さらなる豊漁と、安全操業を祈願し
ています。

ほたて稚貝出荷は4月1日にスター
トしました。今年は時化も少なく、
各地区順調に出荷が行われていま
す。一方、にしんの刺し網漁は、昨
対50％程度と低調な水揚げが続いて
いますが、徐々に水揚げの多い日も
増えており、今後の回復が期待され
ます。季節の変わり目で寒暖差の激
しい日が続いていますが、体調管理
には十分注意し、皆様が安全操業で
大漁となることを祈念しています。
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材料  4人分

米………………………………… ２合
玉ねぎ…………………………… １/２個
にんじん……………………… 大１/２個
ピーマン…………………………… ２個
なると…………………………… １/２本
ボイルほたて…………………８～１０個

卵………………………………… ２個
油…………………………………適量
塩・こしょう…………………………適量
砂糖………………………………適量
醤油………………………………適量

今回は「ほたてチャーハン」をご紹介します。

あっさりとした味付けですが、食べ応えあり、大満足です。

ボイルほたてを使っているので短時間でさっと作れます。

作り方
❶米をといで炊く。

❷玉ねぎ、にんじん、ピーマン、なると
を食べやすい大きさに細かく切る。

❸ほたては４等分に切る。

❹卵をボウルに溶き、フライパンに油
をひき、強火で２～３分炒り、いった
ん皿に取り出す。

❺フライパンに油をひき、②の具材を
強火で５～６分炒め、そこにご飯、炒
った卵、ほたてを入れさらに２～３
分炒め、塩・こしょう、砂糖、醬油で
味付けしたら出来上がり。

ほたて
チャーハン

浜のお母さん
レシピ

Fishery 
Mom’s 
Recipes

 落部漁協 

 山戸 タジ子さん 


